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研究成果の概要（和文）：DEAは様々な組織の業績/効率性を評価する管理ツールである．DEAは広く普及した
ＯＲ手法であり，その理論背景にはミクロ経済学がある．DEAは評価対象の組織の効率値と改善目標を与える．
従来のDEAは評価対象の組織からかけ離れた改善目標を与える．かけ離れた改善目標は実際に達成することは困
難である．本研究では，DEAモデルの最小距離非効率性尺度を開発した．最小距離非効率性尺度では，単調性保
証が議論になるが，最小距離非効率性尺度が単調性を満たすDEAモデルのクラスの存在を示した．

研究成果の概要（英文）：Data Envelopment Analysis (DEA) is a marginal approach to evaluate 
performance/efficiency of various organizations. The DEA is one of very popular OR (Operations 
Research) schemes and it has a theoretical background of micro economics. The DEA provides not only 
the efficiency score but also improvement target. The conventional DEA models find the farthest 
target from the evaluated organization. The farthest target is difficult to be practically attained 
because there is significant difference between the target and the organization. This study explores
 the minimum distance inefficiency measure for the DEA model. A critical issue is that this measure 
does not satisfy monotonicity, i.e., the measure may provide a better evaluation score to an 
inferior decision making unit (DMU) than to a superior one. To overcome this, we focus several 
special classes of the DEA model, and show that for these models, the minimum distance inefficiency 
measure satisfies the monotonicity property.  

研究分野： オペレーションズリサーチ

キーワード： 経営効率性分析　最適化問題　公理的アプローチ　列挙アルゴリズム
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１． 研究開始当初の背景 
 

包絡分析法(Data Envelopment Analysis:

以下 DEA と略す)は 1970 年代に Cooper 等に

よって提案された効率性測定法であり、測定

対象とする組織活動を入力から出力への変

換プロセスとして見なし、その入出力比で効

率を測定する．その当時から現在までに数千

超の DEA 研究が報告され、DEA に関する将

来展望は総合報告が2007年にDEA創始者で

ある Cooper 等により与えられた．その総合

報告では，DEA の今後なすべき課題の１つ

に，望ましい改善目標特定を効率性尺度の質

保証との組み合わせが明示された．これが本

研究開始の当初の背景にあった． 

本研究グループでは，大学専門教育におけ

る１つである「アクティブラーニング」を担

当し，そこでの課題「受講生のやる気継続の

仕組み作り」に取り組んでいた．研究グルー

プが担当する学部専門科目「プログラムコン

テスト」に「敢闘賞」を 2011 年度創設した

ことに始まる．プログラムコンテストでは受

講生４～５名をグループに編成し、グループ

毎にプログラム性能を競い合う．コンテスト

への挑戦意欲維持のため、能力の低いグルー

プでもそれなりの成果を収めれば，敢闘賞と

して表彰する．「敢闘賞」決定に DEA の効率

値を利用した．さらに、表彰式での各グルー

プへの講評では、DEA の改善目標の情報を

利用した．手が届きやすい改善目標であれば，

グループには受け入れやすい．手の届きやす

さを最短距離に対応させ，「敢闘賞」決定に

は最短距離 DEA を用いた．しかし､その効率

性尺度への質保証がなければ，表彰への信頼

が失われる．受け入れやすい改善目標選定と

質保証された効率性尺度の両立が実践の場

で必要であった． 
 
２． 研究の目的 

 

少子高齢化社会を進む日本では，限られた資

源の有効活用が重要である．一方、アジアの

急速な産業発展の中で環境問題などの社会

的課題への解決法が望まれている．そのよう

な社会動向の中で，組織活動の効率性分析で

ある DEA が注目を浴びている．DEA の長所は

非効率な活動に対する改善目標と効率性に

関するランキングを与える点にある。本研究

の目的は、DEA の分析結果である改善目標へ

の期待される性質とその成否を実践の場で

明らかにし，望まれる DEA モデルを構築し，

さらに，その効率値計算のアルゴリズムを開

発することである．実践を介して改善目標の

実用性向上と効率性尺度の品質向上のバラ

ンスをとり、計算技術開発によりそれらを実

現させる点が本研究の特徴である． 

 
 
３．研究の方法 
 
効率性尺度の公理系に関連する文献調査と

DEA ベンチマーキングに関する文献調査を進

めるともに，DEA 実践におけるデータ収集と

聞き取り調査を実施した．それらの調査から

非効率性尺度としてL1距離最小化を選定し，

生産可能集合として，３つのタイプ，FDH タ

イプ，CRS タイプと VRS タイプを選定した． 

CRS タイプまたは VRS タイプでは入力（出力）

項目数２以下に対する必要投入（産出可能）

集合の効率的フロンティア列挙のアルゴリ

ズムを開発した．さらに，実装容易性の観点

から混合整数計画モデルを構築した．これら

の効率値計算実装により，L1 距離最小化 DEA

モデルを実データ 84 個とプログラミングコ

ンテストでの敢闘賞決定に適用し、実証研究

を行った．  

 

４．研究成果 
 

研究は主に論文作成により，その成果を公開

した．FDH タイプ生産可能集合または VRS と

CRSタイプ生産可能集合におけるL1距離最小

化原理による DEA モデルを開発し，その効率

値計算を提案した論文が OR 関連およびミク



ロ経済学関連の著名な国際雑誌に掲載され

た．その中の１本は，デンマークの Hougaard

氏との国際共同研究である． 
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